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あらましあらましあらましあらまし  本研究では、自動的に観光情報を収集するための手法を提案する。我々は観光情報を収集するため、ブロガーが

日記形式で綴った旅行記である旅行ブログに焦点を当てた。多くのブロガーが旅行記をこの形で記述するため、旅行ブログは観

光情報を得るための有益な情報源であると考えられる。よって本研究では、ブログデータベースから旅行ブログを検出し、その

中から観光情報を抽出する手法を提案した。また実験により提案手法の有効性を示した。旅行ブログの検出に関しては、再現率

38.1%、精度 86.7%を得た。また、旅行ブログからの観光情報の抽出に関しては、抽出された上位 100 種類の土産物において精

度 74.0%を得ることができたため、旅行ブログは観光情報の有益な情報源であるといえる。 
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Abstract  In this paper, we propose a method for compiling travel information automatically. For the compilation, we focus on travel 

blogs, which are defined as travel journals written by bloggers in diary form. We consider that travel blogs are a useful information source 

for obtaining travel information, because many bloggers' travel experiences are written in this form. Therefore, we identified travel blogs in a 

blog database and extracted travel information from them. We have confirmed the effectiveness of our method by experiment. For the 

identification of travel blogs, we obtained scores of 38.1% for Recall and 86.7% for Precision. In the extraction of travel information from 

travel blogs, we obtained 74.0% for Precision at the top 100 extracted local products, thereby confirming that travel blogs are a useful source 

of travel information. 
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1. はじめにはじめにはじめにはじめに  

2007 年１月に「観光立国推進基本法」が施行され、

2008 年 10 月には国土交通省の外局として観光庁が設

置されるなど、日本では今、「観光」を 21 世紀の基幹

産業と位置付けた多様な取り組みが、国や地方公共団

体、民間で積極的に推進されている。観光を支援する

媒体としては、地方公共団体や旅行会社などが運営す

る観光ポータルサイトや、旅行情報雑誌など、既に観

光情報データベースがいくつか作成されており、Web

上で公開されているものも少なくない。しかし、これ



 

  
 

 

らの旅行情報誌や観光ポータルサイトは人手で構築さ

れたものであり、作成に多大なコストを要する。  

そこで本研究では、ブログから自動的に観光情報を

抽出することで、低コストでのデータベース作成を目

指す。同時に、網羅性の高さや最新の観光情報を素早

く獲得できる点などで、既存のデータベースよりも有

用なデータベースになることが期待される。また、ブ

ログ著者の属性 (性別、年齢、居住域など )を文体や記

載内容から自動的に推定する研究が進んでいるが [1, 2, 

3]、このような技術を利用することで、例えば「女性

に人気のスポット」や「若い人に人気のスポット」な

どユーザに適した観光情報も自動的に抽出できるよう

になると期待できる。  

 本論文の構成は以下の通りである。2 章では関連研

究、3 章では提案手法、4 章では実験結果について述べ

る。また結論については 5 章で述べる。  

 

2. 関連研究関連研究関連研究関連研究  

’www.travelblog.org’と ’travel.blogmura.com’は旅行ブ

ログのポータルサイトである。これらのサイトでは、

旅行ブログはブロガー自身により人手で登録され、目

的により分類される。しかし、ブログ空間にはたくさ

んの旅行ブログが存在するため、これらのポータルサ

イトに登録されていない旅行ブログも多数存在する。

よって本研究では、旅行ブログの完全なデータベース

の構成を目的とし、旅行ブログの自動検出について研

究を行った。  

CLEF(Cross Language Evaluation Forum)という会議

のタスクのひとつとして、地理系に特化した情報を検

索する Geo CLEF1が 2005 年から開催されている [4]。

このタスクの目的は、新聞記事集合から「ヨーロッパ

にある川の周りはワイン作りが盛んな地域だ」のよう

な地理情報の関連記事を探すというものである。本研

究では、新聞記事の代わりに、一般の旅行者が気軽に

観光情報を発信する場としてよく使われる旅行ブログ

に焦点をあてた。  

 

3. 観光情報の自動抽出観光情報の自動抽出観光情報の自動抽出観光情報の自動抽出  

観光情報の自動抽出の段階は、以下の 2 つのステッ

プに分けられる。  

Step1. 旅行ブログの検出  

Step2. 旅行ブログからの観光情報の抽出  

この 2 つのステップについては 3.1、3.2 節で、それ

ぞれ説明する。  

                                                                 
1 http://ir.shef.ac.uk/geoclef/ 

3.1. 旅行ブログの検出旅行ブログの検出旅行ブログの検出旅行ブログの検出  

旅行ブログには‘旅行’、‘観光’、‘ツアー’などの

旅行に関する手掛かり語を含む可能性が高いと言える。

しかし、すべての旅行ブログに、このような手掛かり

語は含まれているわけではない。例えば、あるブロガ

ーがノルウェー旅行について複数のブログエントリに

わたって日記を書いていた場合、最初のエントリには

‘私たちはノルウェーに旅行に行った’と書いてあっ

ても、2 ページ目のエントリには‘野生の羊にあった

んだ！’としか書かれていないこともある。この場合、

2 ページ目のエントリには旅行に関連した表現が含ま

れていないため、2 ページ目のエントリを旅行ブログ

であると判定することは困難である。そこで本研究で

は、それぞれのターゲットとなるエントリについての

み見るのではなく、前後のエントリにも注目した。  

そこで本研究では、旅行ブログの検出を系列ラベリ

ング問題として解き、機械学習を用いて解決する手法

を考案した。機械学習の手法には、近年自然言語処理

の分野において、実験に用いられ高い精度を示してい

る CRF を使用した。CRF に与える素性とタグは以下の

とおりである。  

(1) ターゲットとなるエントリより前の k 個のエン

トリに付与されたタグ  

(2) ターゲットとなるエントリの前に存在する、ター

ゲットからの距離が k 以内のエントリに存在す

る手掛かり語の有無  

(3) ターゲットとなるエントリの後に存在する、ター

ゲットからの距離が k 以内のエントリに存在す

る手掛かり語の有無 (図 1) 

我々は予備実験の結果から k=4 と定めた。ここで、

‘旅行’、‘ツアー’、‘出発’や地名 2など 416 個の素性

が各エントリに含まれるかどうかを機械学習に与えた。 

3.2. ブログからの観光情報の抽出ブログからの観光情報の抽出ブログからの観光情報の抽出ブログからの観光情報の抽出  

Step1 で検出した旅行ブログから、観光情報として

地域名と土産物の対を効率的に抽出する。  

まず、482 の地域名と土産物の対を用意した。これ

らの対は Google から提供されている‘Web 日本語 N

グラム’データベース 3から自動で抽出した。このデー

タベースは、Web 上にある日本語で書かれた 20 億文

から抽出された N グラム (N=1～7)で構成されている。

本研究では‘ [地名 ] 名物 「 [名物 ]」’という表層パ

ターンをデータベースにあてはめ、それぞれ一致した

一区切りから、地域名と土産物の対を 482 対抽出した。 

 

                                                                 
2 地名の判定には CaboCha を用いた。  

http://chasen.org/~taku/software/cabocha/ 
3http://www.gsk.or.jp/catalog/GSK2007-C/catalog.html 



 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

タグ  0 0 1     

[手掛かり語 ] (合計 416) 

1: 含まれる , 0:含まれない  

    

旅行  0 1 1 0 0 1 0 

観光  0 0 0 1 1 1 0 

出発  0 0 1 0 0 1 0 

新幹線 /電車  1 0 1 0 1 1 1 

行ってきた  0 0 1 1 1 1 0 

 

 

 

図 1 CRF に与えた素性とタグ  

 

次に、Step1 で検出した旅行ブログに、情報抽出技

術に基づいた機械学習を用いることで、新しい対地域

名と土産物の対を得た。機械学習の訓練用データは以

下の方法で準備した。  

1. 482 対から地域名と土産物両方を含む 200 文を選

ぶ。ここで自動的に‘ location’と‘product’タグ

を付与したタグ付きの 200 文を生成する。  

2. 地域名だけを含む 200 文を準備する。 4 

またこれらの文に‘ location’タグを付与したタ  

グ付きの 200 文を生成する。  

3. タグ付きの 400 文を機械学習に与え、これらの文  

に自動的に‘ location’と‘product’タグを付与  

する。  

本研究では機械学習として CRF を使用した。Step1

と同じように、CRF 基本手法は与えられた文に含まれ

る語を分類するのに使用した。素性とタグは以下のよ

うに CRF に与える。  

 

(1)ターゲットとなる単語から、CRF に与える前後

の単語数 k 

(2)ターゲットとなる単語の前に存在する、ターゲッ

トからの距離が k 以内に現れる単語  

(3)ターゲットとなる単語の後に存在する、ターゲッ

                                                                 
4 試験的な実験で、最初は機械学習に否定的なケー  

スは使用しなかったため、低い精度しか得ることが

できなかった。これは、我々のシステムが旅行ブロ

グにおいて地域名を含んでいる全ての文から、土産

トからの距離が k 以内に現れる単語  

 

我々は予備実験の結果から k=2 と定めた。また、以

下の 6 つの素性を機械学習に使用した。  

 

●   単語  

●   品詞 5 

●   単語に引用記号がついているかどうか  

●   単語が‘名物’、‘名産’、‘特産’、‘銘菓’、  

‘土産’のような手掛かり語であるかどうか  

●   単語が表層格かどうか  

●  ‘ケーキ’や‘ラーメン’のような土産物や名

産物の名前によく使われる単語が含まれている

かどうか  

 

4. 実験実験実験実験  

本研究では２種類の実験を行った：  

 (1)旅行ブログの検出  

  (2)旅行ブログから観光情報の抽出  

これらについては、それぞれ、4.1、4.2 節で述べる  

4.1. 旅行ブログの検出旅行ブログの検出旅行ブログの検出旅行ブログの検出  

日本語で書かれた約 1,100,000 エントリから 317 人

のブロガーによって書かれた 4,914 エントリをランダ

ムに選んだ。我々はこの 4,914 エントリを人手で旅行

ブログかどうかを判定した。その結果、“旅行ブログ”

と判定されたのは 420 エントリと少数であったため、4

分割交差検定を行い評価することとした。機械学習器

には CRF++6を使用した。また、精度と再現率を用い

て評価を行った。  

比較手法比較手法比較手法比較手法  

 提案手法の有効性を確かめるため、比較手法として、

前後のエントリの素性を使用せず、注目しているブロ

グエントリのみの素性を使用した旅行ブログの検出を

行った。  

実験結果と考察実験結果と考察実験結果と考察実験結果と考察  

実験結果を表 1 に示す。表 1 より、我々の提案手法

は、精度は 26.2％上がったが、再現率は 13.3%下がっ

た。現在のステップで精度が低いと、次のステップで

も精度が低くなってしまうため、本研究では再現率よ

りも精度を重要視した。  

表 1 : 旅行ブログの検出  

 再現率  精度  

提案手法  38.1 86.7 

比較手法  51.1 60.5 

                                                                                                             

物を抽出しようと試みているためである。  
5 このステップでは、CaboCha を用いて自動的に地

域名を判定した。  
6 http://www.chasen.org/~taku/software/CRF++/ 
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人手では“旅行ブログ”と判定したが、提案手法で

は“旅行ブログでない”と誤って判定したエントリが

266 件存在した。このエントリの中から 50 エントリを

任意に選び、検出誤りについて分析を行った。以下に

検出誤りの主要な原因を示す。  

(1) 複数エントリにわたる旅行記の一部 (50%) 

(2) 記載内容が 3 行以下のエントリ (10%) 

(3) その他 (40%) 

以下に、それぞれの検出誤りについて説明する。  

(1) 複数エントリにわたる旅行記の一部 (50%) 

50件のうち 25件 (50%)が複数エントリにわたる旅行

記の一部であった。複数エントリにわたる旅行記の場

合、最初のエントリが“旅行ブログ”と判定できなけ

れば、残りのエントリも“旅行ブログ”と判定するこ

とはできない。この検出誤りの原因は、手掛かり語の

不足であった。提案手法では、人手で選択した手掛か

り語を使用しているが、手掛かり語を増やす一つの手

法として、N グラムを自動的に検出した旅行ブログに

あてはめ、手掛かり語を網羅的に集めることで問題を

解決することができると考えられる。  

(2) 記載内容が 3 行以下のエントリ (10%) 

50 件のうち 5 件 (10%)が、記載内容が 3 行以下のエ

ントリであった。この検出誤りの原因は、提案手法で

判定するためには短すぎるからだと考えられる。  

 また、人手では“旅行ブログではない”と判定した

が、提案手法では“旅行ブログ”と判定したエントリ

が 26 件存在した。この 26 件の検出誤りは、大きく次

の 4 種類に分類することができる。  

(1) エントリの前後に旅行ブログが存在 (38.5%) 

(2) 地元紹介のエントリ (34.7%) 

(3) 他人の旅行を紹介しているエントリ (11.6%) 

(4) その他 (15.2%) 

以下に、それぞれの検出誤りについて説明する。  

(1) エントリの前後に旅行ブログが存在 (38.5%) 

 26 件のうち、10 件 (38.5%)がエントリの前後に旅行

ブログが存在していた。あるブロガーが A・B・C・D

というエントリを記述したとする。エントリ A・B・D

に旅行記を記述し、C には旅行とは全く関係のない内

容を記述しているとき、提案手法ではエントリ C も旅

行記の一部であると判断してしまっていた。  

(2) 地元紹介のエントリ (34.7%) 

 26 件のうち 9 件 (34.7%)が地元住民による地元の紹

介エントリであった。この検出誤りの原因は、ブロガ

ーの居住区情報が反映されていないため、旅行で訪れ

た場所か、日常生活圏で訪れた場所なのか判定できな

いためである。  

(3) 他人の旅行を紹介しているエントリ (11.6%) 

 26 件のうち 3 件 (11.6%)が他人の旅行を紹介してい

るエントリであった。自らが体験した旅行についての

記事ではないため、人手では“旅行ブログでない”と

判定される。しかし、他人の旅行について記事を書い

ているため、旅行に関する単語が頻繁に出現し、提案

手法では“旅行ブログ”と判定されてしまった。  

 

4.2. 旅行ブログからの観光情報の抽出旅行ブログからの観光情報の抽出旅行ブログからの観光情報の抽出旅行ブログからの観光情報の抽出  

データセットと実験セットデータセットと実験セットデータセットと実験セットデータセットと実験セット  

旅行ブログは観光情報の抽出のための有用な情報

源であることを確かめるため、我々は以下の 3 つの情

報源を用いた観光情報を抽出する。  

 

●旅行ブログ (提案手法 )：3.1 節で述べた手法を用い

て判定した 1,100,000 エントリから自動的に判定

した 17,268 旅行ブログ中の全ての文 (80,000 文 ) 

●一般ブログ :1,100,000 ブログエントリから選択し

た任意の 80,000 文  

●一般ウェブ :ウェブ 5 億文データベース [5]から選

択した任意の 80,000 文  

 

我々はそれぞれの情報源から観光情報 (地域名と土

産物の対 )を抽出し、出現頻度によりランク付けを行っ

た。  

 

評価方法評価方法評価方法評価方法  

評価尺度としては、上位にランク付けられた観光情

報に対して、次の式で精度を求めた。5 間隔で上位 5

位から 100 位まで精度を計算した。  

 

産物の対抽出された地域名と土

名と土産物の対正しく抽出された地域
精度＝  

 

実実実実験結果と考察験結果と考察験結果と考察験結果と考察  

実験結果を図 2 に示す。この図で示したように、特

に高い順位で、一般ブログ手法は一般ウェブ手法より

高い精度を示した。また、旅行ブログ (提案手法 )は一

般ブログ手法よりも有益であり、観光情報の抽出のた

めの有益な情報源であることがわかる。



 

  
 

 

 

図 2 : 上位 n 位の観光情報の抽出の再現率  

 

Google N-gramデータベースから作成した土産物のリ

ストに含まれていないが、本研究で行った各手法によ

り抽出された土産物の種類を表 2 に示す。表 2 より、

旅行ブログ手法では 41 種類の土産物を抽出すること

ができた。一方で一般ブログ手法では 15 種類、一般ウ

ェブ手法では 7 種類であった。これらの結果より、観

光情報の情報源として旅行ブログの有益性を示せたと

いえる。  

提案手法の上位 100 位間の典型的な抽出誤りは、店

の名前を間違えて抽出したことである。これらの店の

多くでは土産物を売っている。この問題を解決するた

めには、土産物とその土産物の販売店の対を抽出する

必要がある。  

表 2 : 各手法で新しく抽出された  

土産物の種類  

旅行ブログ (提案手法 ) 41 

一般ブログ  15 

一般ウェブ  7 

 

5. 結論結論結論結論  

本研究では、ブログデータベースから旅行ブログを

自動で検出する手法を提案し、それらから観光情報を

抽出した。旅行ブログの検出では、再現率 38.%、精度

86.7%を得ることができた。また、旅行ブログからの

観光情報の抽出では、抽出された上位 100 位の土産物

で精度 74.0%を得ることができた。  
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